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· 出席者は記録者が印を付ける。
＜全体連絡＞
・疾患別診療計画書2024年4月分・7月分の作成・アップロードを各自進めて下さい。
・新規利用開始後の評価/目標設定の仕組み、指示箋更新、下駄箱の管理等を整理していく。

・長期間欠席している利用者様に対して、状況確認を行ってください。
・青陽館便り等で大量に郵便を出す場合、以下の手順で依頼してください。

①郵便物の準備

②①の部数を確認しメモする

③郵便内容物（封筒に入れたもの）を1部準備（郵便局へ提出するため）

④①と②のメモ、③を経理へ持参

⑤経理で、①に「料金後納」のスタンプを押す（スタンプは経理にあります）

⑥経理で郵便局へ集荷依頼をする

※⑤まで郵便を出される方に行って頂き、経理では集荷依頼のみ致します。

・HPへの記事掲載依頼について

今後WIZメールにて掲載依頼する際には、TO：北向（情報システム管理委員会）委員長　CC：宮崎TOLで依頼メール送信してください。

・2月26日から新たに、インシデントレポート（レベル0）を手書きにて提出となります。発生時には記載し提出お願いします。書式は事故報告のフォルダに保管しています。
＜利用者様情報＞
デイケア
・苫米地　秀子様～本人様より電話連絡あり、暫くデイケア欠席したいと聞かれる。理由として2件聞かれており、１件目は6月26日(水)に利用した際に、自身が身に付けていたパワーストーンのブレスレットの話になり、特定女性利用者様から宗教的であると言われ傷ついたと聞かれている。2件目は別の特定女性利用者様とコミュニケーションを図る事が多いが、その際に相手の言動に気を使い過ぎて疲れてしまうと聞かれている。デイケアからは欠席する事を了解し、不安時や変化が有った際には適宜電話での対応が可能である事を伝えている。
・田向　玲美様～昨日のデイケア終了後に、他利用者様の自宅へ行き夕食まで過ごし、今朝も6：30には相手宅へ訪問し朝食を頂いたと報告あり。自宅を訪問には適切な時間とは思えない事を伝えると、「時間が非常識だって相手のおばさんにも怒られました。」と話している。用事があり相手から訪問するよう頼まれたと理由を話している為、時間を考えた常識的な行動を取るよう伝えている。本人の行動振り返りに対して、「スタッフに怒られたので帰りには行けないって連絡します」と話すため、スタッフを理由にするのではなく自分の行動を考えて頂きたい事を再度説明している。その後も、スタッフの制止を聞かずに他利用者様へ友人宅を教えようとして連絡するなど逸脱した連絡を繰り返し、相手を怒らせることがあり「どうしよう怒らせちゃった。どう謝ったら許してもらえますか？」とスタッフへ質問されるため、自分の行動の振り返りを再度促している。
・平山　敬之様～(体験利用)　 ID1003　39歳　男性　統合失調症　主治医：田名部Dr
本日体験利用実施している。来所後はタブレット見て単独で過ごしているが、他利用者様にブルーベリー狩りに誘われると戸惑う様子があるが参加している。ブルーベリー狩りには5名の利用者様が参加しているが、全員と自然な感じでコミュニケーションを図る事が出来ている。その後も卓球を行う等他者交流は適度に行う事が出来ている。今後正式利用を考えているとの事で、特定相談員や関係機関に連絡し利用日などを決めていきたいと聞かれている。7月8日も体験利用を希望しており、その際に正式利用に関しての取り決めを行う事としている。
・山下　佳奈様～(体験利用)
 ID8577　北病棟入院中　29歳　女性　統合失調症　主治医：柞木田Dr
本日午後からデイケア体験利用実施。運動参加や勉強会ではメモを取りながら参加されている。退院の時期はまだ決まっていないが、退院後の利用について悩んでいると相談あり。主治医と相談し週5日のショートケア利用から開始予定としたが、毎日の利用に不安があると話す。他の方はどの頻度から開始するのか知りたいと話しがあり、複数の利用者様へ相談しながら過ごされている。
・越田　早織様～(見学)
ID8948　東病棟入院中　26歳　女性　統合失調症　主治医：馬渡Dr
本人・病棟NS・宇津木澤PSW来所しデイケア見学。退院後は自宅へ戻るが、日中は祖母と2人だけになるため生活面への不安があり日中活動場所確保を目的としてデイケア見学実施。本人からは利用への不安は聞かれないが、利用に対しては体験利用を先に行いたいとの希望あり。7/6退院となるため、退院後に体験利用の日程連絡を頂く予定。
ショートケア
・小路　百合子様～昼夜逆転や睡眠の不安定さが続いており、午前中に起きていることが出来ないと話す。今日はデイケアをしばらく欠席していた為、今日は利用したいと考え、一睡もしない状況で来所したと話す。来所後は他利用者様とゲームを行いながら過ごしているが、卓球などの激しい運動は控えている。不調の訴えは無く経過。
デイナイトケア

・木村　義重様～ショートステイ利用により下記期間欠席

②7/8～7/10
・繁名 和恵様～来所時は独語や不調の訴え聞かれず、穏やかな表情で過ごしていたが、11時の作業療法開始後に、大きな声での独語が聞かれるようになり、11：40に静養室利用希望聞かれる。また、要求が通らないことで泣きまねをする様子も見らえている。トイレから出て来る際に大声をあげながら出てくることがあり、声を掛けるがスタッフの声は聞こえていない様子。その後も「○○について話します、はいどうぞ。」等の会話調の独語見られている。
・堀切川 秀子様～特定の女性利用者様の独語が激しくなり、昼食食べられなくなっている。摂取量は主食1/3、副食1/3、味噌汁不食である。手指の振戦が普段よりも強くなっている様子見られており、薬包の開封にも時間がかかっている。
